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一般質問発言通告事項一覧表

６月４日（火） 令和６年第２回定例会

質問

順位
質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨

答 弁 を

求める者

１ 岡口すみえ

議 員

市の魅力、子育て支

援・教育について

１ 郷土愛教育

（１）郷土を愛する子どもたちの育成

２ 不登校児童生徒のための学校外施設設置

（取手駅付近への増設は）

３ 新設予定図書館に、中・高・大学生など若者

世代をはじめとした市民の意見の反映を

市 長

教 育 長

安全・安心なまちづ

くり、防犯・防災につ

いて

１ 児童の安全確保

（１）市内放送

（２）児童の声による呼びかけを検討しては

２ マイタイムライン

（１）防災意識を各家庭、各学校で育むための手

立て

市 長

安全・安心なまちづ

くり、施設・設備につ

いて

１ 施設改修工事

（１）旧戸頭西小の体育館の屋根改修

２ 道路、施設設備の修繕必要箇所

（１）情報把握の方法

（２）マイシティリポートなどの導入は

市 長

教 育 長

高齢者福祉について １ 高齢者の健康

（１）フレイル予防の取組の拡充

（２）はり、きゅうの補助金復活を

市 長

２ 長塚美雪

議 員

本市の金融教育につ

いて

１ 金融教育への見解

２ 現状と今後の方向性

３ 国や金融機関等との連携

教 育 長

子どもの居場所づく

りについて

１ 現状の取組と課題意識

２ 夏季休暇中における居場所の確保

市 長

教 育 長

本市のデジタル推進

について

１ デジタル先導自治体への公募の状況

２ 市民サービス向上への取組

市 長



２

３ 染谷和博

議 員

ハラスメント防止条

例の制定について

１ ハラスメント防止条例の制定により、働き

やすい職場環境の構築

市 長

農家を支援する援農

の取組について

１ 農業サポート事業の取組 市 長

骨髄ドナー制度の拡

充について

１ 骨髄の提供が行われない場合も助成対象と

すること

市 長

健康診断を受けられ

ない不登校児リスク

について

１ 不登校児の健康診断の実施 教 育 長



３

６月５日（水） 令和６年第２回定例会

質問

順位
質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨

答 弁 を

求める者

４ 赤羽直一

議 員

藤代小学校放課後子

どもクラブについて

１ 民間委託の状況と今後の取組

２ 藤代小学校放課後子どもクラブの運営状

況

（１）利用児童数に対する居室の広さは足りて

いるか

（２）空調や照明など、活動環境

３ トイレに関する対応状況

教 育 長

ふるさと納税につい

て

１ ふるさと納税の現状

（１）昨年度の実績

（２）主な返礼品の内訳

２ ポータルサイトの現状

３ 中間管理業者の現状

４ 新たな返礼品の開拓

５ 今後に向けた展望

市 長

５ 久保田真澄

議 員

困難な問題を抱える

女性への支援につい

て

１ 困り事の相談についての窓口は

２ 「困難な問題を抱える女性への支援に関す

る法律」が４月１日から施行されたが、女性

相談支援員の配置などについての考えは

３ 相談窓口情報の周知

市 長

５歳児健診の実施に

ついて

１ 現在、市では３歳５か月児健診の後は就学

時健診となっているが、就学時健診は、就学

までの期間が短く支援が難しい。そこで、５

歳児健診の実施を

市 長

窓口業務に「軟骨伝

導イヤホン」の導入

について

１ 市役所に来られた耳の不自由な市民との

対話が円滑にできるよう、窓口に「軟骨伝導

イヤホン」を導入しては

市 長

６ 小堤 修

議 員

少子化対策の推進に

ついて

１ こども基本法やこども大綱を踏まえたこ

れからの取手市こども施策のあり方

２ 子どもに特化した「部」の創設

３ 子どもと家庭の一元的な支援、年齢や制度

の壁を越えた切れ目のない包括的な支援

４ 子どもの視点や子育て当事者の視点に立

った施策立案

５ 誰一人取り残さない支援体制の強化

市 長

教 育 長



４

７ 本田和成

議 員

駅前西口開発につい

て

１ 駅前西口に公共複合施設をつくる目的は

何か

２ 目的を達成するためのプロセスをどう考

えているか

（１）市民やターゲット層へのアプローチ

（２）ニーズの把握方法

（３）想定利用者数

（４）費用に対する効果

３ 社会教育施設としての在り方はどう考え

ているか

市 長

教 育 長

防災について １ 防災無線の設置

（１）設置されていない地域の対応

２ 避難所

（１）避難所開設の方法

３ 災害関連死の防止

市 長

予防接種健康被害救

済制度について

１ 市民への制度の周知方法

２ 申請数

３ 市民への予防接種におけるリスク情報の

周知方法

市 長

８ 古谷貴子

議 員

災害時の避難生活を

送る女性や妊産婦・

乳幼児向けの避難用

品について

１ 災害対応時の女性職員の配置

２ 女性、妊産婦向けの避難用品の備蓄

３ 液体ミルク、哺乳瓶、離乳食などの備蓄

４ トイレの確保は（マンホールトイレ、簡易

トイレなど）

５ 避難所に来られない方々の自助・共助の仕

組みづくり

市 長

猫の登録制度につい

て

１ 猫の住民票にあたる登録制度の導入

２ 飼い猫のマイクロチップの助成金制度の

導入

市 長

９ 杉山尊宣

議 員

桑原開発について １ 桑原開発に対する所感は

２ 桑原開発に対する課題をどのように捉え

ているのか

３ 今後の見通し

市 長

第69 回とりで利根

川大花火について

１ 今年の見どころ

２ 来場者が増えると予想されるが運営体制

に変更点はあるのか

３ 全体の警備体制

市 長

ドローンの活用につ

いて

１ 市の現状

２ ドローンを活用したまちおこし

市 長

教 育 長



５

１０ 加増充子

議 員

西口開発について １ 区画整理事業の進捗

（１）交通広場の使用開始時期を明確に

Ａ街区内権利者（12人と８人）の使用収益

開始のこれ以上の遅れは許されず

（２）区画整理事業終了（令和８年３月31日）

までのプロセスと、事業の検証をどのよう

に

２ 再開発事業

（１）市民の意見はおろか、教育委員会、図書

館、図書館協議会にも諮らず、突然の広報

発表のルール違反をただす

（２）都市計画決定10月予定とあるが、その

詳細について伺う（決定事項を具体的に）

（３）再開発事業 都市計画決定までのスケジ

ュールでは６月の住民説明会、７月の公聴

会とあるが、公共施設「図書館を核とした

複合施設」について市民要望・説明など可

否を含めた懇談会を市内各所で行うこと

（４）公共施設「図書館を核とした複合施設」

計画は、公共の福祉とは名ばかりで、デベ

ロッパーの利益拡大を図るものではない

か

（５）再開発総事業費143億円、わずか８権利

者の土地利用に80億円前後の公共投資は

妥当なのか

市 長

教 育 長

こども計画策定事業

について

１ 事業の目的

（１）少子化対策

（２）子ども・若者育成支援

（３）子どもの貧困対策

２ 「こどもまんなか応援サポーター」とは

３ 子ども・子育て支援法「こども誰でも通園

制度」

市 長



６

６月６日（木） 令和６年第２回定例会

質問

順位
質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨

答 弁 を

求める者

１１ 鈴木三男

議 員

コミュニティ・スク

ールについて

１ コミュニティ・スクール推進への思い、所

見を伺う

２ 現在進めているコミュニティ・スクールの

概要と現状

３ コミュニティ・スクールの導入によって見

込まれることや、導入効果の具体例

４ コミュニティ・スクール導入に当たっての

教育委員会の支援体制

教 育 長

市における不登校

に関する支援等の

状況について

１ 本市における不登校に対する捉え方と方針

２ 不登校児童生徒支援に対する取組

３ 校内サポートルーム(フリースクール)の設

置

４ 「隠れ不登校」状態の児童生徒の実態につ

いての認識と対応

５ 保護者という視点からの不登校の課題

教 育 長

１２ 関川 翔

議 員

ネーミングライツ

について

１ ネーミングライツ制度の実施

２ メリット、デメリット

３ 対象となる施設

４ 契約期間

５ 入札の審査基準

６ 価格設定

７ パートナー料の活用方法

市 長

防犯カメラの設置

について

１ 設置箇所と設置数

２ 設置場所の選定

３ 価格

４ 効果と実績

５ 市内の刑法犯認知件数

６ 農村部への設置

市 長



７

１３ 山野井 隆

議 員

中心市街地のにぎ

わいづくりについ

て

１ 駅前図書館の経済効果を明らかに

２ 東西自由通路計画の経緯

３ 今後のスケジュール

市 長

無電柱化推進計画

について

１ 取組状況 市 長

取手駅西口公衆ト

イレの改修計画に

ついて

１ 現状

２ 西口区画整理事業の完成に伴う、公衆トイ

レの改修計画

３ ＪＲとの協議

市 長

有害鳥獣類への対

策について

１ 現状と対応

２ 千葉県で特定外来生物のキョンが大量繁

殖し、北上が懸念される。対応は

市 長

１４ 石井めぐみ

議 員

マイナンバーカー

ドについて

１ 普及率

２ マイナンバーカード健康保険証（マイナ保

険証）

３ マイナンバーカードを使ったオンライン

手続

４ 今後の対応

市 長

カスタマーハラス

メント対策につい

て

１ カスタマーハラスメント対策 市 長

子宮頸がんを予防

するＨＰＶワクチ

ン接種について

１ 国の支援切れが近い子宮頸がんワクチン

の個別通知

市 長



８

１５ 遠山智恵子

議 員

双葉地区での防

災・減災対策につい

て

１ 双葉地区の水害での対応についての総括

評価は行われたのか

２ 災害ごみの取扱いの拡充を

３ 要望（避難所・入浴等）に応える際、移動

手段も含めた対応をすること

４ 空き家対策

５ 水害対策としても市道認定の検討を

６ 田んぼダムや遊水地の検討を

７ 鬼怒川決壊による常総市大水害で「素早い

避難行動ができる確かな情報の周知」等々市

に提言書が提出されている。初動体制の重要

性は共通課題としていま一度参考に

市 長

地域防災計画にあ

る「災害に強い人づ

くり、システムづく

り」について

１ 自治会の解散や回覧板の班を抜ける地域

が増えている。所見を求める

２ 地域コミュニティづくりは重要と考える

が、これまでの対応と課題を伺う

３ 地域福祉計画の中でも、避難行動要支援者

の把握と日常的な見守り、支援の推進を挙げ

ている。自助・共助・公助や防災意識の啓発

の取組を伺う

市 長

放課後子どもクラ

ブ運営について

１ 契約期間満了に当たり、高井小・東小・藤

代小の民営化での目標に対する評価・課題を

伺う

２ 直営クラブ運営状況はどうか

３ 学校体育館のエアコン設置は急務である。

また、毎日、生活の場になっているクラブ室

内にトイレ設置も急務である。災害時には福

祉的な対応のできる避難所にもなり得る。ぜ

ひ設置を

４ 児童数の減少とは逆に利用児童数は増え

ている。落ち着いて過ごせるためにクラブ室

の増設を求める

５ 支援員・補助員の処遇改善と有資格者の配

置を求める

市 長

教 育 長



９

１６ 佐野太一

議 員

市におけるＳＤＧ

ｓに関わるジェン

ダー平等について

１ ＳＤＧｓの観点からの生理の尊厳を守る

取組

２ ジェンダーレス制服

３ 学校現場におけるジェンダー平等の現状

市 長

教 育 長

市の動物行政につ

いて

１ 動物の交通事故軽減の取組

２ 取手警察署と市の連携

３ 飼い猫の登録制度

４ 学校現場における飼育動物

５ 動物愛護管理の専門部署新設を求める

市 長

教 育 長

１７ 落合信太郎

議 員

高齢者の就労支援

について

１ とりで生涯現役ネット

２ 今後の取組

市 長



１０

６月７日（金） 令和６年第２回定例会

質問

順位
質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨

答 弁 を

求める者

１８ 根岸裕美子

議 員

地域公共交通計画策

定について

１ 計画策定方針

２ 基礎調査業務

３ 並行して取り組む施策

市 長

「こどもまんなか」

な取手市の実現につ

いて

１ 「こどもまんなか」な取手市実現に必要な

市政のビジョンと課題認識

２ 「こどもまんなか」な取手市実現に必要な

教育行政のビジョンと課題認識

３ 「こどもまんなか」な取手市実現のための

こども計画策定

市 長

教 育 長

放課後子どもクラブ

について

１ 運営方法の変更点

２ どの子も心地よく過ごせるクラブになる

ために

３ 藤代小学校クラブトイレの整備

教 育 長

１９ 細谷典男

議 員

大阪・関西万博の啓

発について（万博の

魅力と意義、内閣官

房国際博覧会推進本

部の動向、注目ポイ

ント デジタル化等

を駆使した「新たな

万博の形」の提示）

１ 行政のデジタル化が課題の自治体にとっ

ても重大な関心を寄せるべきだと考えるが

どうか

２ 万博の啓発について 市民、市内企業等へ

の情報提供と万博の魅力発信

３ 万博首長連合への参加と庁内をあげて万

博視察の必要性

４ 万博の教育効果と小中学校等からの修学

旅行・研修・視察の推奨

市 長

教 育 長

藤代小、放課後子ど

もクラブ内トイレ設

置について

１ トイレを施設内に配置することの是非に

ついて憲法の観点から伺う

教 育 長



１１

続

１９

細谷典男

議 員

道路と公園について １ 快適・安全な道路、市道の維持管理

（１）補修要望は絶えないと思うが対処法につ

いて伺う

（２）要望は多岐・多数である。その中でも生

命に関わる危険な状態、通学路など児童生

徒が多数利用する道路、高齢者・障がい者

に特に配慮しなければならない等要望の

特徴はあると思うが必要性の順位、修繕実

施の優先順位について伺う

２ 都市計画道路

整備の必要性と計画のギャップが見られる。

計画策定から現在の状況を勘案すると総花

的に対処することは現実的ではない

（１）今後も整備していく道路と計画見直しも

含めて検討するというように対処すべき

ではないか

（２）将来性を考えて重要な路線と考えるのが

下高井野々井線である。横に走る県道守谷

藤代線、294、ふれあい道路の３路線を縦串

する道路である。この道路計画の目的と効

果を明らかにすること

（３）建設に関わる課題

３ 地域で愛着が持てる公園とするために

（１）公園の状況と名称（愛称）

（２）市の公園管理

（３）県営公園の管理 北浦川緑地 芸大緑地

（さくら・アジサイ）

・指定管理と使用許可

・費用負担と利便性

４ ウェルネスパーク

（１）区画整理事業Ｂ街区とウェルネスパーク

の関係

（２）Ａ街区開発とウェルネスパーク利活用の

変化

市 長



１２

続

１９

細谷典男

議 員

西口開発について １ Ａ街区開発に関わる補助金 算出根拠と

補助率

（１）何に対して補助するのか、誰が誰に対し

て補助するのか（商業棟、居住棟、その他

補助金対象施設等を明らかにすること）

２ Ａ街区における個別利用区域との関わり

（１）減歩、位置、形態、及び商業棟と協調か、

競争か

（２）駅周辺商業施設と共存共栄が図れるか

３ 開発における商業棟への市の関わりの時

期

（１）都市計画決定の時か、組合設立の時か、

それとも開発終了後の床購入時か

市 長


